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【目的】

　近年 ， 様々な微生物汚染問題が顕在化し， 迅遠険

査へ の ニ ーズが稿まっ ている．これにともない
， 培

養を要さない 蛍光標識技術が活発に研究されてい

る
1）．今回， 我々は

， 蛍光標識した生菌を定量する

装置を開発し， 標準菌株を用いてその評価を行っ た．

【計測原理 ・装置概要 】

　 図 1に装置構成を示す．励起光源は青色 田 ）， 検

体からの緑色蛍光は虐感度 C  カメラで捉える．

XY ス テージを走査し，
オー トフ ォーカス を行いな

がら約 20  
2
の領域償 光醵 を取得する。画像

処理によっ て ， 生菌由来の 輝点をi謡哉， 甜数 する。

【方法】

　 E ω ゐK −12株の培養液を段 管希釈 した．各険体を

メンブレンフ ィルタでろ過 し，
フ ィル タ上 から粘着

シー トに菌を転写した．CFDA を用いて酵素活1生を

有する菌を蛍光標識し， 上述の装置で測定した．同

じ検体を培養法で も測定し， 検出菌数を地鮫した．

【結果 と考察】

　 図2に結果を示す．図中の ● はE ・cofiK −12株の
，

▲ は校IEに用いる蛍光標準粒子の測定結果である．

菌数 102 〜 107cdls／1hLの範囲で ，装置出力と培養

法との相闘系数 r2 は O．9以上であっ た．また，
1検

体の沮掟 に要した時閻は ， ろ過 ， 粘着など試料の 調

製時間を含めて約 15分であっ た．
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図 1 ．装 置構成
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図 2 ．培養法 との 比較試験結果

　　このように装置と培養法との相関は良好であ り， 本装置の実用性が示された．今後， 実サンプ

ル の測定を行い装置の測定陛能を検証するとともに
， 前処理 法につ いて も検討を進める．
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